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人のインスリン非依存性糖尿病(成 人型糖尿病、 皿型糖尿病)の 病態モデルとして近年作成 された。















































































写 真1玄 関 て たた す むニ ホ ン サル
て い た メ スの ニ ホ ンサ ル 。民 家 の玄 関 に 腰 を下 ろ し、 休 息 し
て い る 〔2003年10月富士 吉 田市 新 倉地 区L,
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富士吉田市街に単独て生息し 写 真2.イ ヌ と向 き合 うニ ホ ンザル 左 の写 真 と同 個 体 。 こ の個 体
は イ ヌ と仲 が よ く、毛 づ くろい を した り 、一 緒 に 寝 た り して
い た 〔2003年10月富士吉 田市 新倉 地 区)。
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写 真12ニ ホ ンザ ル に摂 食 され たナ ガ ネ ギ。 葉先 が ち ぎ られ て い る
(2004年1月 西 桂 町 下暮 地 地 区)。
5




















ロ 　 ム 　
1972年11月9口観測1989年10月24日観測20⑪0年11月7日観測
























































































は じ め に
山梨県環境科学研究所は、平成9年4月 富士山の麓に設立 されて以来、「研究」「教育」「情報」「交流」
という四つの機能 を通 じて、「自然 と人 との共生」 をテーマとし、健康で安全 、快適な県土の実現を目
指 してきた。





平成15年度は 「研究」機能 を強化す るため組織改編に取 り組んだ。環境計画学研究室が、環境資源 ・
環境計画学研究室 になり、環境生化学研究室が、自然環境研究部から環境健康研究部、人類生態学研究
室が地域環境政策研究部の所属になった。それにより自然環境研究部 は、地球科学研究室 ・植物生態学
研究室 ・動物生態学研究室、環境健康研究部は、環境生理学研究室 ・生気象学研究室 ・環境生化学研究
室、地域環境政策研究部は、環境資源 ・環境計画学研究室 ・緑地計画学研究室 ・人類生態学研究室の1
部3研 究室体制になった。これは、これから変化 していく県民ニーズに適合するための ものである。
また、富士山火山に関 しては、平成12年秋に富士山の直下を震源 とする低周波地震が頻発 したのをき
っかけに、富士山の火山噴火に対する県民の皆 さんの関心が高まったことから、本研究所では、平成14
年度から 「富士山の火山活動に関する研究」に取 りかかり、低周波地震計等 を設置 し火山活動観測体制
の強化を図ってきた。また、昨年秋には、「火山災害の軽減を探 る」 と題す る国際講演会を通 じて情報
の共有 を図って きた。
今後 さらに、火山情報の収集発信、火山知識の普及啓発を図る必要があることから、平成16年4月1
日か ら 「自然環境研究部」 を 「自然環境 ・富士山火山研究部」に改称 し、富士山火山防災情報センター
機能 も併せ もつ ことになった。今後とも、地域の環境保全に役立つよう、なお一層努力 していきたい。
平成16年9月
山梨県環境科学研究所
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究 で、所員がプロジェク トチームを組み 、国内外の研究
機関 とも連携 しながら3～5年 程度の期間を定めて行 う
研究。
基盤研究































環境 ドに生息す る動物群集の分布様式や生活様式の在 り
方を追究する群集生態学的なアプローチであり、もう一
つは、県内の農林業に対 して大きな影響を与えつつ ある
野生動物の分布 ・生態 ・保全 ・管理 を追究する野生動物
保全管理学的なアプローチである。前者は主にプロジェ





プロジェク ト研究 「山梨の 自然がもたらす快適性 に関
す る研究」を中心に据 え、その他ひとつのプロジェク ト
研究 に関する研究を行っている。さらに、特定研究 「地
域の景観と調和 した色彩の研究」を行っている。平成15





面から評価する"も の さし"を作ることを目指 している。
生気象学研究室
当研究室では気象の変化が人をも含めた生物 にいかな
る影響 を与 えるかを研究 している。そのために、一つの
プロジェク ト研究 と、それを下から支 える二つの基盤研
究に取 り組んでいる。プロジェク ト研究の課題 は 「急激
な温度変化が人の健康に及ぼす影響に関する研究」のサ
プテーマの一つ 「動物モデルによる気温変化 と健康に関
す る研究 」である。二つの基盤研究 の課題は 「高体温
(熱中症動物モデル)の ウサギ免疫機能 に与える影響に関















本県の自然環境 を人工衛星 リモー トセンシング技 術を
用いてモニタリングす る手法の開発、特に植生指数や上
地被覆分類手法の開発 を行 う。また、過去に取得 された
衛星データと現在のデータを比較する手法の開発を行い、
この地域の自然環境の変化 と社会 ・経済的な活動 との関
連 を明 らかにする。電波衛星データを用いた研究では富




また、平成15年度か ら研究分野 を拡大 し、山梨県内に
おいて、再生処理が困難な状況にある廃棄物の処理手法
に関する研究 を開始 した。本研究では、廃棄プ ラスチッ
クをアルコールなどの容媒や液状の油中で簡易に熱分解
して、再生利用(サ ーマル、マテ リアル ・リサイクル)





とす る建築計画 ・インフラス トラクチュアの課題 を対象












人々は、自らを取 り囲む環境 を変化させてい くととも














植物生態学研究室=中 野隆志 ・安田泰輔 ・岩間美紀
西巻通代
動物生態学研究室:北 原正彦 ・吉田洋 ・藤園藍
地 球科 学研 究 室:輿 水達司 ・内山高 ・勝俣夏子
環境資源環境言値学研究室:杉田幹夫 ・佐藤美紀
緑地計両学研究室:池 口 仁 ・後藤厳寛









富 士 河 口 湖 町
野生動物保護管理事務所:奥村忠誠
学;山 村靖夫 ・大塚俊之 ・堀 良通
学:丸 田恵美子

















山岳か ら孤立 していること、山の歴史が新 しく氷河期を
経てないこと、標高が著 しく高いことなどがあげられる。
したがって、そこに成立す る生態系 も他の山岳 と比較 し
て特異な生態系が数多 く見られ、富士山の 自然を特徴づ
けている。例えば、樹木限界スコ リア荒原上の カラマツ
林 、溶岩流Lの アカマツ林やモ ミツガ林やハ リモ ミ林 、






















山の自然 を保全 していくために必要な知見を提供 し、富

























































生態系多様性 調査(富 士北麓地域)報 告書 に示 されてい
る。
(2)生態系の循環機構 に関する研究






ついての測量 を行なう。 さらに、土壌については、厚 さ、
化学特性、栄養塩含量、炭素量の測定 を行な う。土壌上






通調査地 を包含する適 当なサイズの調査地 を設定 し、個
体数 、食性 について明らかにする。分解者 については、
土壌か らの炭素放出量を測定するとともに、土壌微生物
の定性 を行 ない主要な種については定量 も行う。これ ら
について、測定、分析 を行ない、富士山に特異な自然生
態系の循環機構 を解明する。
本年度は、昨年度設置 した調査地(青 木 ヶ原溶岩流上
の ヒノキ ・ツガ林 ・野尻草原の半自然草原、青木 ヶ原に
隣接す る落葉樹林)の 植物相 の解明を行なった。また、
それぞれの謂査地でルー トを決め(半 自然草原について
は2ル ー ト)、一定の速度で歩 き出現する蝶類を記録する
ルー トセンサスを定期的に行なった。また、草原と落葉
樹林が隣接する場所(林 縁)も ルー トに加えた。さらに、
蝶が吸蜜 している場合は、吸蜜 している蝶 と植物の種類
を記載 した。また、蝶類のルー トセンサスと前後 して、
植物の開花状況を調査 した。以下、青木 ヶ原溶岩流上の
ヒノキ ・ツガ林を 「針葉樹林」、野尻草原の半自然草原を
「草原」、青木 ヶ原 に隣接する落葉樹林 を 「落葉樹林」 と




である林縁で最 も多 くの種 が観察 された(表1)。 一方、
針葉樹林では、林縁部の約半分の種類 しか観察 されなか
った。 また、草原では草本植物 が多く、樹林(針 葉樹
林 ・落葉樹林)で は木本植物が多く観察 され、林縁は木
本植物草本植物ともに多く観察 された。 さらに、草原で





種数が少なかったの は、成虫が吸蜜 した植物が草原 と林
縁で多かったのに対 して、広葉樹林、針葉樹林で少なか
ったことによると考 えた。また、草原には、樹林内に見






類数の関係 も同じような傾向 を示 した。このことより、
蝶類の総種類数はその生育環境の植物種類数、特に草本
植物種数に深 く関係 しており、幼虫も成虫 も餌 を草本植













の関係を明 らかにす ること。 さらに、植物の生産量を明
らかにするとともに、蝶類以外の動物について も調査を





かになる。 しか しなが ら、その生態系が現在 どのように
分布 しているのか、またどの程度の広がりを持っている
のかは明 らかにな らない。さらに、過去か らどのように




本年度 も昨年に引 き続 き、 リモー トセンシングによる
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図1空 中写真から見た溶岩の分布
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表1各 ルー トにて観察 された植物の種類数および蝶類の寄主(ホ ス ト)植物の種数と蝶類による吸蜜が観察 された植物
の種数
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一次遷移 に伴 う炭素収支パ ター ンの解明のために富士
北麓の下部山地帯 をテス トケースとして遷移段階の異な
る以下の4箇 所のサイトを調査地として選定 した(図1)。
1.本栖湖湖畔露出溶岩 、皿,剣 丸尾 アカマツ林、皿.
青木 ヶ原 ヒノキ ・ツガ林、1V.大室山麓落葉樹林
基本的にこの四箇所のサイ トは1→IVの方向に一次遷











の永久方形区 を設置 して植生調査を行 うとともに、リタ
ー トラップ(1㎡ ×10)をそれぞれのサイ トに設置して
































高及びバ イオマスを測定 した。若 いアカマ ツ林では草
本 ・低木類については各種の被度 と最大自然高 を、高木








スに多くの炭素が蓄積 され ることが明 らかとな った。来
年度以降は、植物 から土壌への炭素供給量(リ ター量)













森林地上部のバ イオマスは,炭 素固定量を知 る上で重







森林 タイプごとに測定 された単位面積当た りのバ イオマ
スに、衛星デー タを用いた森林 タイプ分類結果から得 ら
れる面積 を乗 じて、合算する方法が考えられ る。以上の
ように、 リモー トセンシングにより森林のバ イオマスを
評価する上で、対象範囲の樹種分類、森林 タイプの分類
が必須 となる。 このため,平 成14年度は、富士北麓を対
象に、衛星デー タから樹種分類図、森林 タイプごとの分
































解能は10mで、ラン ドサ ット7号KrM十デー タよりも優
れた解像度を有する。平成14年度同様、8つ の樹種の異
なる森林と草地、裸地、水域、雪 ・雲を教師デ ータとす
る分類処理(最 尤法)に よる樹種分類を行い、富 上北麓
の樹種分類図の作成を行った。
生態学的な調査から、森林の土壌による二酸化炭素の
放出は土壌温度 と良い相関があることが明 らか になって
いる。本サブテーマでは、地表面温度データか ら土壌呼
吸量 を推定 し、県全域の森林による二酸化炭素量の収支
を算出 し、吸収効率 と将来予測を明 らかにす ることを目
的としている。 リモー トセンシングにより土壌の温度 を
推定するモデル を構築することができれば、衛星データ
か ら森林の土壌による二酸化炭素の放出量分布の推定が
可能 となる。 このため、温度データから リモ ー トセ ンシ
ングによる地表面温度推定モデルの検討を開始 した。 ま























0 5 10 15 zo 25 30
湖岸からの距離(m)
図2本 栖湖湖畔の青木ヶ原溶岩流上に湖面 から陸側に
設置 した30mのライン トランセク ト上 における群落





地球 科 学研 究 室:輿 水達司 ・内山 高
環境資源環境計画学研究室:杉田幹夫
県衛生公害研究所:吉 澤一家


















湖底堆積物 などについても解析す ることによ り、時
間 ・空間的な活動史の変遷 を明 らかにする。さらに富
士山の火山活動の前兆現象の把握 を目指 し、低周波地
震計 ・水位計 ・水温計の整備を行い観測を行 う。
(2)富士山の地形の微小変動に関する研究富士山の地形
の微小変動 を、 リモー トセンシング技術を用いて解析





























トに した。観測項 目は前記の忍野 と同様である。 これ ら
両地域 における地下水の特に水位、水温について今後継
続 的に観測 し、富士山の活動 を含む地球科学的な視点か
ら規則性 を見い出 したい。このように忍野地域では、地
震 計および水位 ・水温計 を地下に設置する目的でボー リ
ングコアを掘削 した。
このボー リングコアにつき地球科学研究室ではコアの
構成 を 明らかにし、さらに試料中に含まれ る化石や年代
的な情報 を明らかにす る中で、忍野地域における環境変












解析結果を山中湖の湖底 で1998年度に実施 したボー リン
グ調 査の結果 と比較 したところ、忍野村 に存在 した約
6000～9000年前の湖底は、同時期の山中湖の湖底 より、
約40メー トルも標高が低いことが判明 した。宇津湖が山
中湖 と忍野村にまたがって一つの湖だった とされ る従来
の説では、この標高差を説明できず、これまで広 く受入
れられてきた考えには大きな矛盾が生ずることになる。
実際は、既 に約9000年前か ら現在の山中湖 と忍野村に、
「古山中湖」 と 「古忍野湖」という別々の湖が存在 し、こ










麓地域の場合、その土地の成 り立ちを知 ることは、富 士





平成13年度 は、SAR衛星デー タ解析 ソフ トの整備 、
SARデー タの収集、および予備解析を行った。
SARデー タから地形 についての情報を得る技術で ある
干渉SARは、1司じ地域を違 う時期に観測 した2つ のSAR
データを使い、地形の起伏や地表の微小変動 を詳 しく調
べる技術である。SARデー タは各画素の振幅 だけでな く、
その位相 も保存 しているため、それらを用いて.干渉処理
を行い、各画素の位相差を算出することで変動 を検 出す
る、SARで同 じ地域 を同じ位置から期間をおいて2回 観
測 した場合、その期間に地表 が変動 していれば1回 目と




SAR観測デー タの解析および干渉SAR解析 には専 用の
解析ソフ トが必要 となるため、本研究では、マ イクロ波
データ解析 システムとしてAtlanUsScienti且c社の高精度
SARプロ セ ッ サ 、EarthViewAdvancedPrecision
Processor(EV」APP)、およびインターフェロメ トリプロ
セ ッサEarthViewInSAR(EWnSAR)の各ソフ トウェア


















成13年度に導人 したEWAPPおよびEV-InSARの各 ソフ ト
ウェアを用いた.こ の とき、各SAR画像から富士山を中
心 と した長方形領域 を切 り出 し、解析対象範囲とした。


















られる干渉縞には、実際 に地面が(視 線方向に)移 動 し
たことによる位相差の他に、地表面の凸凹によって距離
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の詳細 を水質分析や リモー トセンシングを用いて明 らか

























バ ナジウム:桂 川水系では、従来から報告 されている




















これ らの結果から、従来から報告 されているバナ ジウ
























で表 され る。本調査の多くの試料はこれ らの直線の周辺
に分布す るが、一部の試料のデータは直線か らはずれて
いた。そこで、各点をそれぞれ通過す る傾 き8の 直線の
式を計算 し、y切片(式(1)のaに相当)を 求めた。 この
y切片 をd値と言う。d値は 「大平洋側の9.1から日本海側
の22.2まで連続的に変化 し、 日本海側 ほど大きい。雪解
け水のd値は特に大 きく、すべて20以上の値 を示す」(酒






































ー トセンシングデー タから水質を推定するモデル を構成
した。
湖上での水質計測値 とランドサ ッ ト衛星データの各バ
ン ドの観測値の間で、様 々な回帰式を仮定 し、回帰係数
を算出 し、さらに算出 した回帰係数の中から5%の 有意
水準で 「相関なし」が棄却 されるものを水質推定 モデル
として採用 した。平成14年度に行った回帰分析では山中
湖のSS量とラン ドサ ット衛星データの(パ ンド1/バ ン
ド2)の 間に高い相関が示 された。また、クロロフ ィルー
aの値と(バ ン ド2/バ ン ド4)の間に高い相関が示 され






目などの検出にも利用 される。ラン ドサ ット衛星のバン
ド6は 熱赤外域 を観測するため、このデータか ら地表の
温度分布を推定す ることができるので、山中湖および河







ついては、同期観測実施 日の天候 が悪 くTERRA衛星





価について検討 し、衛星 リモー トセンシングによる定量
的水質モニタリングに有用な知見を得た。























図5で は実測値の反射率 と、岸野 らとU.Kronfeldの算




























地下水濃縮液の影響について検討 し報告 した(富 士山地













改善 され ることが報告されている。従来の報告か ら考え
ると、富士山地下水に含まれ る微量のバナジウム単独で
は血糖値改善は期待できないと考 えられ るが、糖尿病治







進 である。ブホル ミンは、肝臓か らのブ ドウ糖放出の抑













分摂取 を制限 したときの血糖値変化 を実験動物で検証 し
た。KK一躍 マウス 〔雄)を 、餌は与えるが飲料水(精 製
水)は 与えない条件で一晩飼育 し血糖値を測定 したが、
水を与えた対処群と比較 して水を与 えない群の方が.予想
に反 して血糖値が低い結果 となった。餌の消費量 を測定
したところ、水を与 えないことにより消費量が大幅に減
少す ることがわかった。また、水 と餌を自由に摂取 出来
る条件下では、飲料水消費量、餌の消費量ならびに血糖
値の3者 の間に有意な正の相関が認められた(図7)。 こ
の ことは、KK・Ayマウスの場合、餌 と飲料水 を多く消費
す る個体 ほど血糖値が高 くなることを示唆 しており、水
分制限による血糖値低下は餌の摂取量の減少が原因であ
































































































































が示 した富士 山周辺の地下水の δDと δ180の関係
式)
直線③:δD=8× δ180十15.1(安原 ・風早(1955)





















































































SSに対す る無機 性懸濁物質の 割合[一]
図6「 波長575nmにおける反射率実測値の光学モデル
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地球温暖化や都市化に伴 うヒー トアイラン ド現象の影
響 により最近の夏期の気温 は上昇傾向にある。平成13年
度 までのプロジェク ト研究 「都市化に伴 う環境変化が人
の生活 と健康に及ぼす影響」でのサブテーマ 「熱 中症の
免疫機能に与 える影響」において、夏場の気温上昇が直
接的 に私たちの健康状態へ与 える影響について研究 を行
ってきた。それに加 えて、山梨県は地理的に内陸部に位
置 してお り、特に盆地である甲府地域は一 日の寒暖差、
年間を通 しての寒暖差が非常に大 きい特色を持 っている。
本プロジェク ト研究の目的は急激な気温変化が人の健康
に及ぼす影響について研究 を行うことである。夏場では
40℃近 い温度の屋外環境 と非常に冷房の効い た室内環境
(20℃前後)と の頻繁な往復や冷房環境での長時間曝露に
よる体のだるさ、むくみ、肩こり、頭痛、食欲不振 とい
った 「不定愁訴」や 「冷房病」が問題とな り、冬季では
零度以下になる屋外環境 と温暖な室内環境、ビニールハ
ウス等の作業環境 との間の頻繁な往復による 「血液循環
系への負担」が問題 となっている。また、 これ らの急激
な温度変化による温度環境 ス トレスが、知的作業効率へ
与える影響についても考察 を行 う。研究 を進めるにあた
りそれぞれサブテーマを設け3つ のアプローチをとる。










定愁訴に代表 され る 「急激な温度変化の繰 り返 し」によ









化、分布を測定 しその環境 にさらされている人々に対 し
温度感覚や温熱的快適感、健康状態などのアンケー ト調









高 さ約2.5mあり、空調口の位置を配慮 し4ポ イン ト(図
1-A、B、C、D)、1ポイントにつき高 さを変 えた3ヶ
所、高(天 井下50cm)中(床上100cm)低(床.上20cm)に
データロガーを設置 した。同時に直射 日光が当た らず 、
空調設備の排気などの人工的な要因の影響のない風通 し
のよい屋外に もデータロガーを設置 し、屋外の気温、湿
度変化 をモニ ター した。室内の空調設備が運転 している
時間帯(8時30分 ～17時30分)での室内、屋外の平均、






囲に収 まっている。図2の 結果か ら室内と屋外において、
同日の平均気温 に最大6.68℃の温度差が見られた。 また、
室内 において も同室内 の異 な る測定 ポ イン ト間 では











おいて業務 を行 っている方々に対 しアンケー ト調査 を行
った。温度感覚、温勲的快適感、健康状態 に関わ る46セ
クシ ョンの設問か ら成る 「温熱環境調査票」に対 して8
月22Bに業務を行 っている男性21名、女性12名の合計33




が室内外の 出入 りが あると回答 している。体の状態 が
「やや悪い」と回答 した方が4名(男 性2名 、女性2名 〉
見 られ、原因 として 「けだるさ」、「疲れの残 り」が挙げ
られている。その他、健康状態が悪いと判断するに至ら
ない体の訴 えとして図3に 示 したような項 目への回答が
見 られた。疲れについては54%の半数以上の方 々が疲れ
を感 じている 〔「やや疲れている」、「疲れている」)と回
答 している。次に全身的な快適 さをどう感 じるか、の設
問に対する回答を図4上に示 した。男性では不快 と感 じた
人は見られなかったのに対 し、女性では17%(2名)が
「やや不快」であると回答 している。図4下 に示 した全身
的な温度感覚をど う感 じているか、では男性の19%(4
名)が 涼しい(「やや涼 しい」:2名 、「涼 しい」:2名)
と回答しているのに対 して、女性では42%(5名、「やや
涼 しい」;2名 、「涼 しい」:2名 、寒い:1名)が 涼 し









確認 され、屋外 との移動 も含めて、頻繁に温度の変化に
さらされる可能性があることが明 らかとなった。 また、
アンケー ト調査で はいくつか体の不調の訴 えがみ らた。
温度感覚、快適感の感 じ方 においては個人によってかな
りの差があることが確認で き、同じ室内でも環境温度 に
差がある状態 とあわせて考 えると、感 じる温度感覚 はさ
らに大きなものと成 りうる可能性が考えられる。 これ ら
の問題にうまく衣服などでの調整により対応を行ってい
る人も見受けられたが、対処 しきれずに非常に暑い、非
常に寒いと訴える人 も見 られた。現段階では、い くつか
回答のあった体の不調の訴 えと環境温度の変化の因果関
係は明らかにはできないが、今後これ らのいくつかの要
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化が、高温定温条件 と比較 し、刺激に対す る単純反応時
間の延長 を抑制 し、刺激に対する認知力 を高め、さらに






温 を24℃に、高温対照環境(高 温対照群)と して室温を
30℃に、高温実験環境(実 験群)と して30℃を中心に
28℃か ら32℃まで気温 を周期的に変化 させる設定 を行い、






実験 は各条件での温熱環境 を設定 し、単純刺激反応作
業1、認知反応作業、単純刺激反応作業2の順序で行 った。
知的作業の刺激は全てコンピューターのモニ ター上に呈
示 し、被験者前に設置 したボ タンを押す ことで反応 させ
た。
単純刺激反応作業1・2で は、モニタ上に○または×
を呈示 し、○が呈示 された時にだけ素早 く反応す るとい
う○×オ ドボール課題を用いた。
認知反応作業ではモニタ上にそれぞれ緑色 ・赤色 ・青
色の3種 類の色を持つ 「緑」 「赤」「青」 という漢字を呈
示 し、漠字の示す色 と、その漢字が持つ実際の色が合致
しているか答 えさせる課題(ス トループ課題)を 用いた。
刺激 は350回呈示 した。 この課題 は単純刺激反応 作業
(○×オ ドボール課題)に 対する作業ス トレスとしての役
割も持っている。
また作業前後において、脱脂綿を舌下に5分 間放置す
ることによって唾液 を採取 し、唾液 中に含まれ る分泌型
免疫 グロブ リンA(slgA)の含有量を測定 した。sIgAは























感神経系の活動が抑 制 されるという結果が得 られたが、
各群間での差異は認め られなかった。
今年度の実験 により、高温定温条件では中性温条件 と
比較 し、刺激に対す る単純反応時間が遅延 し、誤答率 が
増加することがわかった。免疫機能の結果か らも、高温
定温条件での作業がよ り強いス トレスを導くことが明 ら
かになった。 さらに同 じ平均室温であるにもかかわ らず、
高温条件下における認知 されない程度の周期的な温度変
化が、上述 したような温度 ス トレスによる作業効率への
悪影響 を緩和す る働 きを持 っていることが明 らかになっ
た。以上の結果から、快適かつ健康的な作業環境お よび
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私たち ヒトを含む哺乳類は、自身を取 り巻 く外的環境
























平成15年度に確立 した生体の情報 を無線電波 によって
発信 し、体外に設置 した電波受信部で受け、長時間記録
で きるテ レメ トリーシステムを用い、覚醒時(無 麻酔下)
無拘束、自由行動下にて様々なス トレス要因 を排除 し、






変化に繰 り返 しさらされた時と一様 な環境温度にさらさ
れた状況 における生体への影響の違いについて調べた。
図1は 環境温度を27℃と4℃(各1時 間)で 繰 り返 し
変化 させ た時のラッ ト深部体温 と行動量の変化を示 した
グラフである。1日 目から6日 目まで環境温度が4℃ の
期間においてのみ行動量の著 しい増加が観察 された。寒
冷環境下での対処反応として熱を作 り出すためにか らだ
を動 か したことにより行動量が増加 したと考 えられる。
その結果、深部体温は37℃以上の高いレベル を6日 間維
持 することに成功 している。これに対 し、図2に 示 した
4℃ で一定な寒冷環境下におかれたラットでは、熱産生
増加のために行ったと考えられる行動量の増加は1日 目
に確認 されたが2日 目以降減少 し、27℃と4℃ の環境温
36
度変化の繰 り返 し曝露を受 けているラッ トに比べその行
動量は少ない結果が得 られた。これにより熱の産生量 も









繰 り返 し環境にさらされたラットは、頻繁に繰 り返 され
る環境温度変化によって定常的な環境への適応 を行 うこ
とがで きず、4℃ 環境下 にて毎回行動量の増加 による熱
産生 をおこない、結果的に高い体温の維持に成功す るこ
とができたと考 えられる。
次 に、どちらの状況がラットのか らだに対 し負担が少
ない状態であるかを考察 した。それぞれの条件下におい
て1日 目、2日 目、4日 目、6日 目の同時刻帯 にラット
から血液 を採取 し、血液中の コルチコステロン濃度の測
定 を行 った。ラッ トをは じめ、人を含む多くの哺乳類で
は、なん らかのス トレス刺激 を受けると抗ス トレス反応
のために血液中に糖質コルチ コイ ドホルモ ンが放出 され
る。糖質コルチコイ ドは主にコルチコステロンとコルチ
ゾール に分 けられ、前者はラッ ト、マウス、ウサギなど
で、後者はヒ ト、イヌ、 トリなどで多く分泌 され、その
分泌には日内変動 が見られ る。これらのホルモンは生体
がス トレス刺激 を受けた時のス トレス強度の指標 として
用い られている。
図3で は健常なラット(コン トロール)と27℃と4℃
を1時 間間隔で繰 り返す環境温度変化を1日 間、2日 間、
4日 間、6日 間与えたラッ トの血液中コルチコステ ロン
濃度の比較である。環境温度変化を与えたラッ トの血液
中コルチコステロン濃度は1日 目、2日 目、4日 目、6
日目ともコン トロール群 と比較 し有意に増加 し、急激 な
温度変化による温度環境ス トレスを受けていることを示
している。4℃ で一定な寒冷環境にさらしたラッ ト群 に
おいても図4で 示 したようにコン トロール群と比較 し有
意な血液中コルチコステロン濃度の増加が確認で きた。
27℃と4℃ の繰 り返 し温度変化環境 、4℃ の一・定な寒冷
環境 ともにラッ トに対 してス トレスを与える環境 である
ことがわかった。
次に繰 り返 し温度環境 と一様 な寒冷環境で受けるス ト
レス強度の比較 を行った。それぞれのグループともに環
境温度以外の実験条件は同一 として、環境温度の要因 だ
けによるス トレス強度の比較 をおこなった。図5に 示す
結果から1日 目、2日 目、4日 目において4℃ の一様 な
寒冷環境 にさらされたラット群に比べ、27℃と4℃ の環
境温度変化の繰 り返 しを受けたラット群で高い血液 中]
ルチコステロン濃度が観察 された。つまり環境温度変化
の繰 り返 しにさらされているラッ トの方が高いス トレス
を受けていると考えられる。
本来、4℃ の寒冷環境にさらされ続 けることは大 きい




ら温度変化の繰 り返 し環境下では一定 な環境下 より高い
ス1・レスを受けているという非常に興味深い結果が得 ら
れた。
先の実験 と合わせて考察す ると、繰 り返 し環境温度が




が、この体温調節 を行い続 けなければな らない状況 とい
うのは生体に多大なス トレスを与えていると考えられる。




























































図3繰 り返 し温度変化 曝露 〔27℃⇔4◎ 時の血液 中
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図5繰 り 返 し 環 境 温 度 変 化 、 寒 冷 環 境 に さ ら さ れ た と








々陰 幽 ヘ ニ
〔免疫系、内分泌系.坤経系)
図6温 度差の大 きい環境温度の繰 り返 し変化によって
受けるス トレスの様式
担当者
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活用 した健康で快適 な生活の創成に関す る科学的背景を
提示する。特に、森林や温泉浴のもたらす快適性 につい
て解析することを主目的とし、本県の自然を生か した保















が軽減 し快活感 が増す人 と、怒 りや敵意が低下 し気分
が鎮静化する人がいることがわかった。 さらに、唾液
中のsIgAは、森の木の香 りの吸入により増加す ること
が分った。唾液 中のsIgAは、一般に気道感染症 に対 し
防御的な役割 を果た していると言われてい るので、こ





く情動 中心型 と問題解決型 とに分けることができる。
情動中心型とは、ス トレスを生 じる場面に遭遇 した時、
嫌悪感や不安感 といった自己の感情を主として意識 し、
訴えるタイプであり、問題解決型とは、自己の感情よ























期間持続的に低 下させ る、または上昇 させ ることが有
効である。 ス トレスによって心臓の拍動間隔が不規則
化する問題解決型の人が森林環境を利用す る場合、森
の香 りを吸 入す るか、または以下の③ に述べるような
運動が有益で あると予想 される。
③ 森林での散策の効果
清 里キープ協会の敷地内に設定 された散策路 をフィ
ール ドとして、学生および社会人10名からなる被験者

















感は軽減 した。散策路 を設定す る際には、このような









































野村でスギ花粉 を採取 し、その抽出液をモルモッ ト
39
およびウサギの腹腔に繰 り返 し注射することにより、
花粉症を発症 させることに成功 した。 しか し、 ウサ
ギには自ら分泌 した鼻汁を舐め取 ってし.まう習性が
あり、花粉症特有の鼻粘膜症状を観察するのに不適
当で あった。そこで、以後の実験にはモルモ ッ トを
用いることとした。
② スギ花粉症動物のクシャミ反応 ・鼻汁分泌反応 に
対するスギ葉精油の抑制効果スギ葉から水蒸気蒸留
した抽出液(ス ギ葉精油)が 花粉症症状を軽減す る














濃度 を測定することが行われる。 しか し、実験動物
では一回の採血量が限 られることや、抗体の測定法
に問題があり直接19E抗体を測定することが難 しい。














知 ることがで きる。この2つ の反応 を、モルモッ ト
を用いて誘発することができた。
この ことから、モルモ ッ トが確かにスギ花粉症 を









と考えられ る。③で述べた皮内反応 を指標と して、
鼻粘膜へのスギ葉精油の繰 り返 し投与が抗体産生 に
影響するかどうかを検討 した。 しかし、スギ葉精油
















ない。先行す るプロジェク ト研究の結果(環 境科学研
究所研究報告書第1号)、快適感をもたらす香 りを吸入






唆 している。運動 中の筋肉や臓器などへの血流供給 が
大 きければ、血液 中から筋肉や臓器などに取込 まれ利








る可能性 をウィスタ系ラッ トを用いて検 討した。そ
の結果、水泳を30分以上続けられるように鍛練 した
ラッ トで交感神経の伝達物質ノルァ ドレナ リンの投
与による脂肪組織の酸素消費量の増加が、鍛練 して





か ら細胞内に取込まれたブドウ糖(グ ル コース)か
ら合成 される。
そこで、酸素消費量 と伴に脂肪細胞による糖の取
り込みと放出を同時に測定す る実験 を行 った。グル
コースオキシダーゼを用いる酵素染色法 を用いるこ
とにより、脂肪分解に同期 して脂肪細胞か らの グル
コースの放出が起 こることがわかった。 ノルア ドレ


























香りを負荷 した群(運 動十香り群)、そのまま飼育 した
群(対 照群)の3群 を設け、15週齢目にそれぞれの鮮
でノルアドレナ リン投与による脂肪分解速度 と血糖値
を比較した。OL団「Fラッ トで もノルア ドレナ リンの投
与・によって脂肪分解速度の指標 となる酸素消費量が増
加 した。増加幅 は、運動群 が対照群 よ り大 きかった
(図2),したがって、糖尿病 ラッ トで も運動負荷 が脂
肪分解を促進することがわかった。 しか し、1司一濃度
の ノルア ドレナ リンに対する脂肪分解を糖尿病 を発症
しないウィスター系ラッ トと比べると、OL田「Fラット


































激足中指部の皮膚血流 も増加 した。足浴を先行 させる
ことにより、足裏刺激の足部皮膚血流増加効果が増強
され ることがわかった。足裏刺激は血圧を.一過性に下









験者 として検討 した。8時 間以上覚醒を保った被験者
に40℃、10分間の足浴後、1時 間の睡眠 を取 らせ、そ
の間の脳波 を、同一被験者が同様に8時 間以 ヒの覚醒
の後、足浴なしで睡眠 に入った場合 と比較 した。その












④ 腰浴(腰 湯)の 効果













十二 指腸方向に搬 送す る機能 を持つ伝播性収縮運動
(毎分2,55～3.05回)が多く起 こることが分った。すな




の周波 数分析 を行った結果、加温中の心臓交感神経 と
心臓副交感神経の活動 には変化がない ことが分った。
この ことより、加温中の血圧の上昇 は、心臓の働 きに
よるのではなく、抵抗血管、特に腹腔 内の動脈の収縮
によって起こることが推測 される。 このことから、腰
部加温 によって引起 された腹腔内動脈の血管収縮 とそ
れに引き続 く血管拡張が胃運動充進の引 き金になる可
能性 が示 された(図4)。 この可能性を確かめるため、
胃に血液 を供給 している腹腔内の動脈の血管径を超音
波撮影装置で測定 し、腰部皮膚の加温 が血管径に及ぼ
す影響 を検討 した。超音波撮影装置 を用い、腹部大動


























かった。 したがって、腰浴(腰 湯)の 胃腸機能促進効












図1ノ ルア ドレナ リン(10-6M)投与による脂肪組織
の酸素消費量の増加
糖尿病 を発症 しないラットでのデーター.運動群(n冒8)











図2ノ ルア ドレナ リン(10-6M)投与による脂肪細胞
の酸素消費量の増加



























12週齢 目(12W)から14週齢 目(14W)に運動 を負荷 し






















管径 は、加温前の安静時と比べ17%増加 していた.平 均
値 と標準誤差を示す(対 照群ln冨7;腰 部加温群=n冒
9;*:P<0.05).
腰浴暇 湯)と胃運動


















































この解明にあたり、岩石 ・地層、水、生物 に含有 される
元素分析を行 う。この循環 システムの出発点 となる岩石
や地層 については、単に化学組成だけでな く地質構造、
産状、分布地域の地形などが考慮 され水圏への循環が理
解 され る。 さらに生物圏へと元素循環が追跡 される。 こ






て降水 、岩石、土壌に由来 し、これ らによってその水質
の地域性が特徴づけられるが(北 野,1969)、岩質と陸水
の化学成分 との関係を調べた研究の多くは、対象とする
化学成 分が主要成分に限 られている 〔一国,1992など)。
近年、誘導結合プラズマ発光分析法(ICP・MS)および質
量分析法(ICP-MS)の導入により、河川水等に含まれる
微量元素について も分析値が報告 されるようになって き
ている。 しか し、対象となる微量元素は人為的寄与が高
い と考 えられる重金属元素に集中 しており、微量元素を
含む多元素の分析結果から議論 した研究 も、人為的な水
質汚染等 を主な対象に している場合が多い。
このよ うに、陸水と岩石種 との関係 を、各々に含まれ
る微量元素に着目して検討 した例は、あまり知 られてい
ない。我々は火成岩類中のバナジウム(V)の 存在量が、
二酸化 ケイ素の含有量に対応 して著 しく、 しかも規則的
に変動す ることに着目した。すなわち、玄武岩質で特徴
づ けられ る富士山麓周辺から甲府盆地一帯の花闊岩類の






水や湧水中の リン(P)濃 度がVの 場合と同様に、二酸
化ケイ素に乏 しい岩石類の発達する富士山周辺において
高濃度 を示すことを報告 している。このように分布する
岩石中の 「酸 化ケイ素含有量 との関係がVと 同程 度に、
あるいはそれ以 上に負の相関を示す元素 としては、P以
外にもマグネシウム、コバル ト等がある。 しか し、V以














士川 および相模川水系河川を研究対象と して選定 した。
すなわち、花尚岩質～安山岩質岩類の影響を反映 してい
る富士川水系と、これとは対照的に主 として玄武岩質岩
類の影響 を反映 している相模川水系上流域の河川か ら採










できた全ての元素が、例 に示 したSrの場合 と概ね類似 し










る可能性 につ いて も考量すべきである。すなわ ち、銅 、








この分布域 から大 きく逸脱する測定地点は人為的寄 与が
推測できる訳である。














































































植物生態学研究室:中 野隆志 ・安田泰輔 ・岩間美紀 ・
西巻通代
茨 城 大 学;大 塚俊之












標高 が著 しく高いことなどがあげ られる。 したが って、
そこに成立 した植生 も他の山岳と比較 して特異 な植生が
多く見 られ、富士山の自然を特徴づ けてい る(例 えば、
高山帯に相当する樹木限界では、スコリア荒原上の草本
群落、カラマツ林、ダケカンバ林など他の山岳であまり




れている。地球温暖化 は、高山帯を含め極域で最 も大 き




















高い水分消費を補償 していることを明らかに した。つ ま
り、オンタデは、機能重視の水消費的な植物であること
を示 した。一方、生育期間が長いイタドリは、長い生育
期間を有効に使い、気孔 を調節 し、水を大事に使 う生 き





わち、十分生長 したオンタデは、太い茎や深 く伸び た根
を持つことで、葉から出て行 く水分を補 うことが出来 る。
このため、気孔を開き水消費型の生き方 をする ことが可




態的特性 を比較 した。このことにより、種 と してオンタ
デがどのように環境 に適応 しているかを解明す ることを
目的とした。
調査は富士山森林限界以上の北斜面において行 った。
成熟個体として シュー ト数が10本以上で高 さが30c皿以上
の個体を選んだ。若齢個体としてシュー ト数が1本 で高
さが10c皿以下の個体 を選んだ。5月 から10月までのフェ
ノロジーを調べた。 また、8月 下旬に個体 ごと地 下部 を


















若齢個体は葉への投資を高 くした り、生育期間を長 くす
ることで物質生産 を高めていると考えた。つま り、若齢
のオ ンタデは、先の研究でいうイタ ドリのように振 る舞



























































































植物生態学研究室:中 野隆志 ・安田泰輔 ・岩間美紀 ・
西巻通代
茨 城 大 学:大 塚俊之
筑 波 大 学:鞠 子 茂
研究 目的および成果
平成9年12月、京都にて行われた国連気候変動枠組条













る。 この地域は、冷温帯 に属 し、極相はブナや ミズナラ
が優占する落葉広葉樹林である。
本年度 は、1999年に山梨県環境科学研究所敷地内のア
カマツ林に設置 した0.89haの永久コ ドラー トを内の6〔}mx
60m(0.36ha)を選び、このコ ドラー ト内のアカマツと
ソ ヨゴの胸高直径を測定 した。測定誤差 をな くす ため
1999年の永久 コ ドラー ト設置時にペンキを塗 った場所を
金製の直径尺を用いて正確に測定 した。測定 した胸高直
径か ら、田辺 らによって得 られた胸高直径 と植物体の各
器官毎の乾燥重量との相関式 を用い、植物体の現存量を
推定 した。また、植物体からの脱落量については、リタ





ステムか ら得 られた土壌呼吸速度との相関か ら月ごとの
土壌呼吸量を推定 した。
本研究では、コ ドラー ト内直径5cm以上の アカマツと
ソヨゴの直径生長を連続 して調査 しているので、枯死 し
た個体 を除いた生残個体の直径生長を個体の幹重量の生
長量 に換算す ることが可能となる。図1に アカマツとソ
ヨゴの個体サイズ 〔胸高直径)と 直径生長量の関係 を示
した。アカマツ、ソヨゴとも大きな個体の方が、より大
48
きな直 径生 長 を示 す傾 向 が見 られ た。 また、 ア カマ ツ 、
ソ ヨゴと もマ イナ スの生長 が見 られ、特 に小 さな個 体で
多 く見 られ る傾 向が あ った。2000年と2001年の 個体 サ イ
ズ と直 径 生 長 量 の傾 き を比 較 す る と2000年の0.Ol59、
2001年の0.0107、2003年の0.0104と傾 きが減 少す る傾 向が
見 られ た。 この ことは全体 と して相対的 に各個体 の 生 長
が悪 くな ってい るこ とを示 してい る。 この生長 の減 少傾
向 が一 時的 な もの か、生物 体 に内在す る継 統 的 な もの か
を明 らか にす るために は今後調 査 を継続 してい く必要 が
あ ると考 えた。
得 られ た結果 か ら、い くつ かの仮定 の もとア カマ ツ林
の年 間の生態 系純生産 量 を計算 した(表1)。 その 結 果 、
アカマツ林の2003年の生 長量は233tondw,ha-lyr一】と計
算 され た。立 ち枯 れ木 は、1,53tondw.ha-Lyr-1、で あ
った。2003年度 の リター トラップ及び落 ち枝 トラ ップの
値 は現在 解析 中で あ り、こ こで示す ことは 出来 な い。 本
研究 で は、2000年と2001年の値 を用い、計 算す る こと と
した。用 いた値 は、2㎜ 年 の枯死 ・脱落量 が6.58tondw.
ha-lyr-1、2001年が4.94tondw,ha一lyr1であ り、2003年
の 枯死 ・脱 落 量 は 、 これ らの値 の間 にあ ると仮 定 した。
これ らの結果 か ら、 アカマ ツ林の純 一次生産 量 を推 定 す
る と、8.84から10.48tondw,ha一lyr-1と推定 され た。上
壌呼 吸量 は3.09tonC.hadyr-1の間であ ると推定 され た。
森林生 態系 の実 質的 な二酸化炭 素吸収能 力 を示 す 生態
系純 生産 量 は、 これ まで結果で示 して きた、個 々 の 生物
活動 の総計 と して次の式 で示 せる。














量の年変動が大 きいことが明 らかになった。これ ら年変














虚沌一 次 生 産 量:(北o動Cha一1yガ【)
土壌 呼 吸 量=(t。翻Cha一㌧ ゼL)
根 の呼 吸 量=(to"C』&'Lyr-L)
土 壌微 生 物 呼 吸 量=(tonC』a'Lyビり

















































































(1)様々 な自然環境の蝶類群集 をモニタリング していく
過程で、人為撹乱の頻発する不安定な環境には、年多
化性(成 虫が年に何回 も発生する)で 、広食性(幼 虫
が色々な植物 を餌にで きる)の 種が結びつき、反対に
撹乱のあまり生じない自然度の高い環境 には、年1化
性(成 虫が年1回 のみ出現)で 、狭食性(幼 虫が限 ら




環境(里 地)に 結びつ き、年1化 性で幼虫が木本食の
種 は、雑木林等の二次的環境(里 山)も しくは自然林
等の原生的環境 に結びついていることが考 えられた。
(3)そこで、蝶を用いた環境の評価 ・診断 においては、







の種に得点 を与 えて、モニ タリング結果の総合点で評
価す るや り方等が考えられ るが今後の課題である。ま











しか し、人間の撹乱が頻繁に生 じる農耕地や リゾー ト
施設の周辺のオープンラン ドでは、モ ンキチ ョウやヒ
メアカタテハなど年多化性の広食性種が優占していた。
これ までの研究 を通 じて、蝶類は自然環境の移 り変
わ りに極 めて敏感に反応する生物であることが分かっ
たが、強調すべ き事実 として、現在我が国で絶滅 に瀕
している蝶類(絶 滅危惧種)は 、必ず しも原生的な環
境 とだけ結びついてはおらず、ここ富士山の周辺では、
む しろ人的な利用や撹乱が しば しば生 じる二次的エ リ
ア(雑 木林や半 自然草原)と の結びつ きが極めて強い
ことが判明 した。これ らのことか ら、蝶類 を用いて自
然環境 の診断 ・評価を行い、その結果か ら自然環境の
保全等 を考察する場合、原生的環境に加 えて、人手の
適度 に加わる二次的環境 も重要視 して取 り組んでいく
必要性 が示唆 された。次年度以降 も、個々の種がどの
タイプに属 して、どのような環境 と結び付いているか

















































図2青 木 ヶ原樹海周辺における環境の 自然度の変遷 と




















ッ ドリス ト種 ・ヒメギフチョウ、山梨県天然記念物 ・ミ




それ らの生息 している自然環境について調査 してきた。
以下に2003年度まで得 られた成果の概要 を記す。
1.環境省指定 レッ ドリス ト種 ・ヒメギフチ ョウの生
態 と保護に関する成果
初年度 より本県の八ヶ岳地域の生息場所で、本種の個
体識別(マ ーキ ング)法 を用いた生態学的調査 を実施 し
た。その結果、以下のようなことが判明 した(図1)。
(1)本種の幼虫の食草であるウスバサイシンは、森林地
帯の沢沿 いに局地的に分布 しており、従 って本種の生
息場所は、森林の中に斑点(パ ッチ)状 に存在す るこ
とが示唆 された。
(2)成虫はそれ らのパ ッチ間を移動 しなが ら、食物(花








点 として、1頭 の個体が複数の生息場所パ ッチを移動利
用す ることにより、パ ッチ間の遺伝子の交流が高 まり、
全体 として個体群 を維持 している 〔メタ個体群構造)と
考 えられ るので、本種の生息地の保全は生息場所パ ッチ
を多く含むように森林 を連続的に広範囲にわたって保護
していかなければならない と考えられ る。この ことは、
生息場所のパ ッチ問の回廊(コ リドー)が オープンラン
ドよりも森林の方が優れていると考えられ る事か らも支
持された。






















れ る。特に、主要生息場所 に笹が繁茂 して、成虫の重要
な餌(蜜 源)で あるクガイソウ ・アザミが見 られなくな
っているので、笹刈 りを実施す ることで、これらの蜜源
植物 を再生 させる必要があると思われた。また、今後定














絶滅危惧1類)、 ホシチャバネセセリ、アカセセ リ、 ヒ
メシロチ ョウ、 ミヤマシジミ、アサマシジ ミ、ゴマシ
ジミ(以上、絶滅危惧H類)、ヤマキチ ョウ、ギ ンイチ















原 は、採草や火入れ等の人的管理 を通 じて維持 されてい
る もの が多く、これらの絶滅危惧蝶類の保護 ・保全のた
めには、生息場所(半 自然草原)の 維持 ・安定が不可欠
であ り、入間による草原の維持 ・管理形態 を今後 とも継






































































































イン ト)と した。 ロケーシ ョンポィントは各群れ1日1
点 とし、月最低5日 以Lの 放探を2003年8月から実施 し
た。
調査の結果、調査地にはニホンザル3群 の生息を確認
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投与を受けずに寒冷にのみ2口 問曝 された ラッ1・と比較
した、,脂肪細胞の熱産生は、交感神経の活動により神経
末端から放出 される神経伝達物質ノルア ドレナ リンの作
用により引起 される。1μMか ら1nMまでの濃度の ノル
ア ドレナ リンに対す る熱産生の増加幅は、甲状腺ホルモ
ン合成阻害ラッ トでもlili害なしのラッ トで も近似 した値
を示 し、甲状腺ホルモ ン合成阻害の効果は観察 されなか
った、,
交感神経末端か ら放出 されるノルア ドレナ リンの作川
には、α作用 とβ作用のふ たつがある。脂肪細胞の熱産
生反応は、 ノルア ドレナ リンの β作用によって活性化 さ
れる,、したがって本年度の実験結果は、 ノルア ドレナ リ
ンのβ作用は甲状腺ホルモンの影響を受けないと要約 さ
れる、.一方、ノルア ドレナ リンの α作川は、脂肪細 泡の
増殖や甲状腺ホルモンの活性化に関与すると推測 されて























環境生理学研究室 大野洋美 ・齋藤順子 ・永井正則
研究 目的および成果
日本人の睡眠時間は、ここ10年間で全世代にわた り短
縮 している。 さらに日本人成人の約3人 に1人 が、眠 り
に関 してなん らかの悩みを抱 えているといわれている。
質の良い眠 りを十分にとれないと、心 と体に不調 をきた
し、作業能力や判断力を低下させ、交通事故、産業事故、








状態は、1.深 い眠 りとされる徐波睡眠(ス テージ3・
4)の 量が少ない。2.レ ム睡眠の量が多すぎたり少な





でのス トレス、さらにそれに伴 う就寝前の脳の興奮 レベ
ルなどが大 きく影響を与える。 日常生活におけるス トレ
ッサーを完全に除外す ることが難 しい現代において、入
眠潜時 を短縮す るためには、日中のス トレスを就寝時の
精神状態 に反映 させないことが重要となる。就寝前にお











ることが知 られている。 しか し本実験ではス トレス負荷
時の睡眠 を対象 とするため、逆に、第1夜 をス トレス負















流入させた。 また、上述 したような睡眠の質を判定す る
ことを目的に、睡眠中の睡眠脳波(C3・C4)、 眼球運
動、筋電図、心電図、呼吸を記録 した。 さらにこれ らの






以上の研究を行 うことによって、睡眠障害 を抱 える患
者への薬物 を用いない治療方法の可能性 を提起 で き、 さ


































生気象学研究室:宇 野 忠 ・柴田政章
研究 目的および成果
生気象学研究室では過去6年 間にわたる当基盤研究で
様 々な事実を発見 してきた。それ らの結果は数多くの国
内外の学会やシンポジウムで発表 し、専門誌に原著論文
として発表 も行 って きた。それらの結果を大 まかにまと
め ると次 ぎのようになる。すなわち、基礎体温にはそれ





















状がヒトで頻繁に認め られ る痙攣に酷似 しているために
ハーマ リンによる動物での実験的に誘発 された痙攣は適
切な動物モデルと して認められている。 しか し、ラッ ト









図lAに 示 してある様にハーマ リンを麻酔 され たラッ
トの体重1キ ログラム当たり5ミ リグラムの割合で投与




して大気中に放散 された事 をも示 している。一方、図1
Bではより多いハーマ リン(20ミリグラム/kg)を投与す
ると全ての温度が上昇 したことを示 している。更にハー
マ リンの量 を増 していくと尾部皮膚温度の上昇はほぼ..・
定となったが、直腸温度 と肩甲骨間褐色脂肪組織(褐 脂)
の温度上昇は投 与量に正比例 してより大 きくなった。つ
まり、これ らの結果はハーマ リンは投与量の多い少ない



















に延髄オ リーブ ド核の細胞がどの様に関与 していたかを




れないが、興奮 した細胞 ・個一個には黒 いゴマの様な細
胞核の点が見られる。C-fos実験の結果をまとめると、第
1にはハーマ リンの投与量増加に伴 う体温のより大 きな
上昇に.・致 して、興奮したオ リーブ下核細胞の数も同様




















図1麻 酔されたラッ トに2種 類の量でハーマ リンを投
与 した時の直腸、肩甲骨間褐色脂肪組織 と尾部皮膚
の温度変化 。ハーマ リンの投与量が少ない と体温
(直腸 と褐色脂肪組織温度)が 下降 し(A)、多い と













図2ハ ーマ リンによ る体温上 昇(直 腸 と肩 甲骨間褐 色
脂肪 組織温 度)に お ける骨格筋の活動 変化 。
'
・講1暴 湯 ・囎
図3ハ ーマ リンによる体温上昇に隠伴 してみられた延











研究」のひ とつのサブテーマから得 られ た結果のメカニ
ズムを更に明確にするために計画 された研究である。こ






れると体温 は4℃ だけ上昇 して最終的に43℃となる。た
だちにチェンバーか ら出して回復 させ る。図1に 示すよ
うに1日 後で ウサギが高体温から完全に回復 した時に静
脈 を介 してバクテ リアに由来す る内毒素をある一定量投
与すると発熱 が起きるが(高体温1日 後の折れ線グラフ)、
高体温 を経験 していないウサギの同量の内毒素による発
熱(コ ン トロールの折れ線グラフ)に 比べてそれが有為






門脈 に漏れ出 る。漏れ出た極少量の内毒素 は恐 らく循環
血液 中の白血球 に結合 してそれを過敏化 させる。その時
に静脈より大量の内毒素を投与す るとそれが過敏化 した



















グラムとな り46%だけ有為に増加 したことが分かる。 こ
の結果は私達の推測が正 しかったことを如実に示 してい




さいのであろうか。恐 らくは内毒素は結合 した白血球 と




で、他の研究者が発表 したデータで最 も興味 あることは
動物を束縛 して拘束ス トレスを与えたり、動物を冷たい
水に入れて寒冷ス トレスを与 えると本実験 と同様に動物
の血液中に極少量の大腸菌に由来する内毒素が漏れ出て
くることである。人ではス トレスが多くなると様々な心
身の機能不順 が起 きてくる。上述の動物実験の事実 を考
慮すると図3の 可能性が考えられる。つ まり、人で原因












































経験1日 後 〔抗生物質十高体温1日 後 〕、抗生物質
























































図3何 故 に高体温経験1日 後のウサギで実験的に起 こ
されたが発熱が高体温を経験 していないウサギの同









岐 阜 薬 科 大 学=佐藤雅彦
研究 目的および成果
我 々は、富士山周辺の地下水や湧水に比較的高濃度に
含 まれているバナジウム(V)の 生体影響 に関 して研究
を行 っている。一昨年度、バナジウム(メ タバナジン酸




活性酸素の ようなフリーラジカルを消去す る作用を有 し
ている。 さらに昨年度は、このバ ナジウムによるメタロ















しない。実験 は、このメタロチオ ネイン遺伝子欠損マ ウ




安楽死 させ解剖 を行い肝臓、腎臓、肺 を摘出 した。血液











臓に蓄積 しているバナジウム量 をICP-MSを用い測定 し、
GIπ活性 との相関図を作成 した。その結果、図2に 示す
ように、相関係数0.960の有意な正の相関が得られた。 こ
れらの結果から、メタロチオネインがないと、バナ ジウ
ムが多く肝臓に蓄積 し、肝障害が強 く発現 したと考え ら
れた。今後、メタロチオネインがないと、なぜバナ ジウ




























































研 究 目的お よび成 果
1957年に ウマの腎臓 か らカ ドミウム結 合 タンパ ク質 と
して単離 され たメ タロチオ ネイ ンは哺乳類 のみ な らず両
生 類 、爬虫 類 、鳥類 、魚類 、無 脊椎動 物 な ど動物 全般 、
さらに植物 や真核 微生物 、原核 微生物 に至 るまで広 くそ
の 存在 が確 認 されて お り、重金 属の 毒性軽減 作用 を有 し
てい る。1964年に カ ドミウム を投 与 したウサギの肝臓 中
で メタロチオ ネイ ン濃度 が増加 す る ことが発見 され て以
来 、 メ タロチ オネ ィ ンは様 々な要 因に よってその合成 が
誘導 され る ことが知 られ るよ うになっ た。 メ タロチ オ ネ
イ ンを誘導す る金属 として、 カ ドミウム以外に亜鉛 、銅 、
水銀 、金 、銀 、 ビスマス、 ニ ッケル、 コバル ト、マ ンガ
ン、鉄、バナ ジウム、 ランタン、セ リウムな どがあ る。
金属以外 の化 学物質 と して 、 ホルモ ン、カテ コールア
ミン、サ イ トカイ ン、 ビタ ミン、有機 溶媒 や農薬 、 さら
に酸 化的 ス トレス などに よって もメ タロチオ ネィンの 誘
導 が起 こる。 そ こで 、 これ らの機 構 を利用 して メ タロチ
オ ネインを、野 生動物 が重金属 や 化学物質 に暴露 されて
い るか ど うか を評価す るた めの指 標、す なわち 「バ イオ
マー カー」 に利 用 しよ う とす る検討 が行 われてい る。そ
こで 、我 々 も県内で採 補 した コイの メタロチオ ネイ ンに
ついて検討 を行 った。
県内の6箇 所で採 捕 した コイ、78匹の肝膵臓 は、 コイ
の メス化調査 の際 に採 取 した もの で、 一80℃で保 存 して
おい た もの を用い た。 メ タロチオ ネイ ン量 は水銀 結合法
で測定 し、肝膵臓1グ ラム当 た りの メタロチオ ネイ ンに
結合す る水銀(Hg)量 で示 した。 その結果 、78匹の コイ
の メ タロチオ ネイ ン量は28～612(Hgnmoレg)の範囲 で
平均値 は264(Hgnmo1/g)であった。 コイの メ タロチオ
ネ イン量 に20倍もの格 差の あ ることが今回明 らか とな っ
た。 各採捕 地点 ごとの メタロチオ ネィン濃度 を図1一(1)
に示 したが、何 れの採捕 地点 で も個 体差が大 きく、採捕
地点 の有意 な違 いは認め られ なかった。
次 に、 これ らコ イの肝膵臓 を用 いて、 メ タロチ オ ネイ
ンを誘導合成す る ことが報告 されてい る7種類 の金 属元素
(バナ ジウム 、 マ ンガ ン、 コバ ル ト、 ニ ッケル 、 銅 、
亜鉛、 カ ドミウム)の 測定 を行 った。 その結 果、 メタ ロ
チオ ネイ ンと銅 との間 に相 関係数0.797の有意 な正の相 関
が認 め られ た(図1一(2>)。 これ らの結果 か ら、今回測
定 した県内78匹の コイの肝膵臓 中 メタロチオ ネイ ンに は
61
銅が深 く関与 していることが考えられた。但 し、河川水
中の微量元素 を測定 した我々の別の研究の結果か らは、
水域の銅汚染があった可能性は考えられない。









の肝膵臓中の メタロチオネインが トリブチルスズや トリ
フェニル スズ投与によって増加する。 さらに、塩化カ ド
ミウムあるいは、塩化第二水銀を溶解 した水槽で飼育す
ることによって、コイ、ウナギ、カレイ、キンザケの臓




















































































































図1山 梨 県内で採 捕 され たコイの肝 膵臓 中の メタ ロチオネイ ン(MT)濃 度 、銅 濃度、バ ナジ ウム濃 度 ならび にMTと 銅
濃度 の関係
採 捕地点 と採捕年 月 日=1.桂 川(島 田湖)1999年10月5日
2.桂 川(島 田湖)2001年10月13日
3.桂 川(忍 野)1999年10月8日























(雁坂 トンネル周辺)の 植生 ・土壌 ・水指数(VSW指数)
差画像、富 ヒ北麓のVSW指数差画像、VSW画像の年変化
パターンなどの作成 と評価を行い、衛星データから県全






かった。 この成果については、プロジェク ト研究 「富士
山周辺における自然特性に関す る研究」(平成13年度終了)
および基盤研究 「環境変動把握手法と環境変動モデリン
グに関す る研究」(平成14年度終了)に 活用 された。上記
の幾何補正手法では、県内の地形起伏の大 きな地域への
適用が困難なことが確認 されたため、幾何補正手法の改
















査検討を引き続 き行 った.地 形効果を補正 した衛星デー
タを用いて、植生に関す る指標を算出 した。今後、地形
効果補正による改善の程度を評価する予定である。






県内でも地形が急峻 な地域である早川 町全域 を対象に、
数値標高モデル(DEM)を利用 した地形効果補正を行っ
た。地形効果補正手法 としてランベル トモデルによる方


















ものは10日間コンポ ジッ トと呼ばれ る。NOAA/NDVIの
10日間コンポジッ トデ ータセッ トが多数の研究機関で作





















廃棄プラスチ ックを選出 し、熱分解性の検証実験 を行 う。
次に、対象の廃棄プラスチ ックに適 した分解手法、及び
リサ イクル技術 を研究開発す る。更に、本実験データを
基に、廃棄プラスチックの リサイクル ・システムのモデ
ル設計を最終 目標 としている。なお、廃棄 ガラス繊維強
化プ ラスチ ックの リサイクルについては、特定研究で取
り扱っている。
本年度は、研究で取 り扱 う廃棄プラスチ ックを選出す
るため、現在国内で埋め立て処分 されている廃棄プラス
チ ック類について、論文、特許、インターネッ トから情
報 を収集 し、実態調査を行った(な お、地球環境 を保護
する気運か ら、近年、廃棄物処理に関す る研究は盛んで
ある)。この調査では、廃棄プラスチックの リサイクルに






























渣の削減 を目指 してい る。 しか し、現在、シュ レッダ
ー ・ダス トや処理困難な廃棄プラスチックを処理 する有
効な手立ては存在 しない。それゆえ、使用済み 自動車、
家電等からの シュレッダー ・ダス トは、エ ネルギーや資
源、有害物質の回収機能を備えた溶融炉で大量処理 する
ことが全国規模で検討 されている。しか し、 この 手法で
は、溶融 スラグと呼ばれ る不燃物の残渣が少なからず発
生する。.一部 のスラグは、路盤材への利用 も検 討 されて
いるが、スラグの多くは、埋め立て処分 され ると予測 さ
れる。既述 したとお り、埋め立て処分する最終 残渣の発
生 を削減す るために、シュレッダー ・ダス トや処理困難
な廃棄プ ラスチックの革新的なリサイクル技術の研究開
発が全国で求め られている。
使用済み 自動車シュレッダー ・ダス トに含まれる成分
の重量比を図1に 示す。ポリピロピレンやポリエチ レン、
塩化 ビニル等の樹脂類が33%、次いで、座席 シー トや吸
音材等 に用い られる発泡ポ リウレタンが16%と高い比率
である。発泡ポ リウレタンの殆 どがリサイクル されず、
シュレッダー ・ダス トに混入 していることが判 る。なお、
発泡ポ リウレタンは密度が低 く、容積率ではシュレッダ
ー ・ダス ト成分の大半 を占めている。また、この発泡ポ
リウレタンは、自動車、家電のみならず、一般廃棄物の
家庭 日用品にも多用 されている。例 として、椅子のク ッ









ポ リウレタンを細か く裁断後、指定 シールを貼った指定
袋に入れ、指定 日に集荷場 に出す規則が定められている。
その処理方法は慎重である。発泡ポ リウレタンの リサイ
クル手法 として、破砕物 に接着剤の役 目をするバ インダ
ーを入れ、熱プレスして、 リサイクル品を造る等の事例
等がある。 しかし、 リサイクル品の性能、処理や輸送コ
ス トの面で、 リサイクル事業を縮小 した り、断念 したり
する例が多い。
本年度の調査結果より、国内で廃棄 され る発泡ポ リウ
レタンは、万全で適正な処理方法がないため、 リサイク
ルで きない物 として定められ、3R化 が見送 られている。
そ して、その発泡ポリウレタンは、一般廃棄物や産業廃
棄物のシュレ凱ダー ・ダス ト内にも多 く混入 し、埋め立
てや焼却処分されている好 ましくない現状が窺われたた
め、発泡ポリウレタンを本 リサイクル研究の対象物の一
つに選んだ。来年度より、廃棄 され る発泡ポ リウレタン






















平成14年度 までにGISの ソフ トウェア ・ハー ドウェ
アの整備、富士北麓地域のオル ソ画像(地 理情報 と画像
情報を組み合わせて画像の歪みをなくし、地図 と重なる
よう変形 ・補正 した画像)整 備 、各種地図情報の整備 、
1947年、1975年、近年の空中写真の収集整理 を行ってい
る。 また、整備 したデータや開発 した手法 を、特定研究
やプロジェク ト研究などに活用 して きた。
平成15年度は以下のような研究および行政支援を行った。


















開発」(1975)、「都市化 と繊 維産業 ・農 業の衰退」
(2000)といくつ ものブームの重なりが地域の現状を形
成 している事 を示 した。
(文責 池口 仁)
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地(田 畑)や 集落によって構成 されていたが、1960年頃
















的 とした。山間部における土地利用の変遷 を把握す るこ
とは、自然環境保全の基礎資料になるとともに、生物資
源利用の システム再評価につながると考 える。研究 対象
地域 を近年まで資源利用が行われてきたとされ る県内の









有地の入会地 ・入会山にあったことを示 し、聞 き取 り調
査や文献調査の結果などか らも地域住民が古 くからの慣
























退に伴い、伐採 も抜根 もせず放棄 したり、ナラやクヌギ
などを植林 したという。スケという伝統的な相互扶助に
よりムラモチ恩賜林(共 有林)内 の カヤ ト(茅刈 り場)





それ以降は廃材を置いた りする放棄地へ と変貌 したこと









その価値を喪失 したのに付随 して自然資源利用や管理 が
行われず放置 され荒廃 したと考 える。つまり、生物資源
や土地利用の変化だけが自然環境の荒廃理由ではなく、森
林や草地利用の減少に伴って、集落道や林道、林床の非管
理 による林内の 自然資源の減少 も影響 したと考察す る。
伝統的な土地利用の機能 ・価値 を考えた場合、入会地に
み られるような土地の共有 システムは、現在そ して将来






















































ら明 らかに し、自然環境の保全 と住民の健康で快適 な生





わ り方の違 いを明らかにすることによって、特性の違 い









動の 中で最 も自然環境 と密接な関連 をもつ農業の形態 が
異なる都市近郊農村地域2か 所 を対象 とした。都市近郊
農村地域は、人口が維持 ・微増 しているとい う特徴 をも
つ が、その中で、第二 ・三次産業移行地域 として都留市
上大幡地区を、第一次産業持続地域 として中道町中畑 ・
心経寺地区を選定 した。地区内の各世帯を回 り、年長者




































関連 していることが明 らかとなった。 また、近年の山菜






















の異 なる リゾー ト(保養地)と しての特性が開発者、来













らかとなった。この時期 と一致 して、第一次産業 と関連
す るいくつかの自然資源利用(薪 採取、落葉採取、採草











リゾー トとしての特性 を基盤 に、森林 と湖の組み合わせ
によって特徴付け られる山中湖の自然資源を活用する今





















































































化 している。有効な被害対策 を構築す るためには、被害
の発生様式、被害作物の種類 と分布、被害対策の効果等
の情報 が不可欠である。 しか しながら本県においては、
アンケー トによる大 まかな被害分布調査は行われている
ものの、被害対策構築のための被害調査は充分に行われ












(基盤研究6参 照)を 対象 として、直接観察によりニホン




アンケー ト調査 は、富士北麓 ・東部地域振興局の全面
的な協力の もと、市町村経由で農業委員に対 してアンケ
ー トを依頼 し、農作物 を加害する野生動物の種類、農作
物被害 もしくは出没被害の発生時期、加害動物 の目撃頭
数と場所、加害 された作物の種類 と面積、そ して有害度
の指標 として加害動物の人に対する反応 を調査 した。加
害動物の人に対する反応は、
① 人間を見た ら逃走 し、人間から見えにくい場所へ
移動する。[逃走]
② 人間を見た ら、ある程度の距離は逃走するが、見
通 しのいい場所で立ち止 まり、人間の様子を窺 う。
[忌避]
③ 人間を無視 し、かなり近づかないと反応 を示 さな
70
い。[無視]





を判定できるものの、動物 を目視 していない場合 は[痕






自昼に人前に姿 を現 し農作物を加害す る個体や、街 中に
出て被害を発生 させる個体は、今の ところ確認 されてい






独で生活するニホンザルが生息 し、飼犬の ドックフー ド
を横取 りして食べる、子供に噛み付 くなど、都市型の被
害を発生させている(カ ラー口絵4ペ ージ参照)。一方農
村部で も、三 ツ峠山麓を中心に農作物被害が発生 してお
り、ニホンザルが人を威嚇す るなど、その有害度は高い。































ンザルが加害 している現場 を目視 した場合は、その位置
と加害作物 を記録 し、加害 を直接観察で きなくて も、農
作物 に新鮮な歯形や引き抜 きの痕が残っているなど、ニ
ホンザルの加害痕跡 を調査員が確認で きた場合は、その
位置 と加害作物 を記録 した。その際、住民 による加害の
目撃情報があるにもかかわらず、調査員が加害痕跡を発
見で きなかった場合は、データに加 えなかった。解析は、
作物 ごとの被害箇所数の集計 と、被害 を受 けた位置から
林縁 までの距離の測定 を行った。
被害調査の結果 を、表1と 図6、7に 示す。夏期(7









林の近 くにも多くあり、ニホンザルが危険 を冒 してまで






理由と して、カキはニホ ンザルの嗜好性が高い うえに.
集落内に収穫 されていない実が多く、 さらに成熟す ると
実が赤 く色づきニホンザルが発見 しやす くなるためと考
える。このことから、被害対策として、収穫 していない









くなり、最長約180mにも達 した。 この理 由として、冬期
には森林内の食物が少ないうえ、農地 も耕作 している面
積が少なく、ニホンザルは危険 を冒して食物 を得るため
に、遠 くの圃場 に行 く必要があったため と考 える。ニホ
ンザルは林縁か ら離れた農地に移動す る際に、草丈の高
い遊休農地を通っている。そのため、ニホンザルが遊休
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緑地計画学研究室:池 口 仁 ・後藤厳寛 ・佐藤美紀









しか し、景観への影響が大 きい と考えられ る人工構造
物の色彩について指導 ・助言を行 っていくためには、あ




に与 える影響を実験 により把握す ることを通 じて、建築

















に短縮 していく。40問程度の練習 を経た後にデー タを
収集することにより信頼性 を得 られるものと考え られ
る。(図)
b.回答の傾向
いずれ もポジテ ィブな評価について回答 させたため、











票 との比色による建築物外壁等の色彩同定 を行 うもので
ある。これにより、風景画像の 中の建造物が、どのよう









用画像 を用意 した。加工によって 「視野中央の建造物
一件 が無色」 「視野 中央の建造物一件が 明るい青色」
「視野 中央の建造物一件が煉瓦色」 「複数の建造物が茶
色系に色相調和 されているもの」「複数の建造物がパ ス
























う共通理念のもとに、人と身近 な自然環境 との新 しい関
係を確立することが大変重要となってきている。そこで、
中山間地域を対象とし、地域住民と来訪者との交流 を前
提 に、地域の環境資源の もつ 多面的な機能 を把握 し持続
的に活用していくことによって、自然の生態系の維持 と
同時に地域住民のアメニテ ィを高め、社会的にも文化的
にも豊かな地域社会の形成 を目指す ことを目的 とす る。
そのために、〔1)地域住民が身近な自然環境 をどのよう
に認識 し利用 してきたかを明 らかにし、自然と人の関わ
り方の変化に伴って自然環境がどのように変化 して きた
かを明 らかにするとともに、(2)地域環境資源の価値 を
見直 し、それ らの有機的なつながりを明 らかにすること
によって、(3)身近な自然 と、その自然 との関わりか ら
牛 まれてきた文化を、地域住民 が主体となって持続的に
活用 してい く方法と してのエコミュージアム構想実現 を





に まで減少 して い る。65歳以上の 高齢者人 口割 合 も
47.2%と県内で2番 目に高い割合となっている。ラン ド
サ ットによる衛星画像をみ ると、早川沿いを中心に集落






して 「日本上流文化圏構想」を1994年か ら掲げてお り、

















析 を行 った。世帯の年長者 を対象とした聞き取り調査で
はこれまでに175人から、戦後から現在までの生業活動お




92%(五箇地区)と 地区による違 いがみ られた。本建地
区は占くか ら七面山登山口として立地 しており、現在で















部分は放棄 され草地 、林地化 していた。その中で、五箇
地区は他地区に比べ耕作地の減少の程度が小 さく、また、
木の生育状況か ら判断 して、放棄 された時期 も遅いこと
が読み取れた。今後 は、現在の空中写真の解析 を加 え、
聞 き取 り調査の結果や地区ごとの人口変化 と関連付けた
分析を行 う。
(2)地域環境資源(自 然 ・文化資源)の 価値の多面的評
価に関す る研究
これ まで、地域環境資源に関する情報 を、書籍、文献、
観光マ ップなどの資料な らびに、住民か らの聞 き取 り調
75
査か ら収集 し、それらを、自然資源と文化資源、文化資















地域住 民主体の組織づ くりとキーパ ーソンの存在が重要
で あることが明らかとなった。この点をふまえ、町が策






開 して きた。 さらに、先にあげた地区ごとの環境資源の
特徴 を活か したプログラムを実験的に実践 し、その解説
者と しての地域住民の人材育成に努めた。
環境資源を観光資源として活用す る方向性を探 るため
に、観光客を対象 としたアンケー ト調査 を実施 し、その





するというリピーターの多さに反映 されていた。 しか し、
その一方で、温泉施設以外の利用者は10%程度であるこ
と、宿泊 を伴 う旅行者は60%に達 しているものの早川町
内の宿泊率は70%と必ず しも高 くないことなどの問題点











































ラスチ ックも多く存在 している。例えば、ヘルメ ット、
浴槽、浄化槽、給水槽 、プール、ラケ ッ ト、マネキン、
配線基盤、航空機、新幹線車両、ボー ト、 自動車などに









して、リサイクルす る技術の研究 を開始 した。
研究成果
本年度 は、安価な天然成分の菜種油 と大豆油 を用いて、
繊維強化プラスチ ックを加熱溶解 させる基礎実験 とその
溶解物の リサイクルの可能性について考察 した。
実験試料には、ヘル メッ ト用のガラス繊維強化プラス




ーカーに菜種油 と廃棄プラスチ ックを2:1の 重量比で
入れ、大気 ドで撹搾 しながら、340度まで加熱する。そし
て、その温度で90分間保持、反応 させ、廃棄プラスチッ
クを全て溶解 させた。廃棄ヘルメ ッ トを破砕 し、菜種油




チック溶解の重量変化 を表 した。廃棄プラスチ ックの溶











スチックの溶解条件 を上手に制御 して、期待す る化学物



































































































































本研究の 目的は、家庭系の食品廃棄物(以 下、生 ごみ
と称す)の 循環型処理に関す る調査評価である。全体計
画として、本年度は、生ごみ処理の様々な技術、及びそ
の実用化事例の実態 を調査 した。特に、他県の生 ごみ リ
サイクル施設の見学調査 も実施 した。次年度以降 は、更
に調査を深めたうえで、調査 した各種生ごみ処理 手法の
長所短所を評価分析する。そして、最終的に、山梨県地
域で適用で きうる実用化事例 を選出する。 また、実用化

























































油等が ある。雑草、落ち葉などは投入 して も良いが、
針葉樹、桜 、銀杏などの落ち葉は、発酵を遅 らせ る性
質をもつ。
(1)生ごみ堆肥化容器:生 ごみ処理機は、地中の微生物
の働 きを利用 して数 ヶ月かけて生ごみを分解 し、堆肥
にするものである。







⑤ 一杯になったら設置 した容器を引 き抜 き、よくか
き混ぜ、土 を被せて熟成 させる。
⑥3～5ヶ 月後、黒色 を呈 し、悪臭が無 くなり、堆
肥が完成する。
その他 、生 ごみ堆肥化促進剤を用い る生ごみ堆肥化
促進剤専用容器 もあるが、この方式は2-3ヶ 月で堆
肥化が完了する。






③ 蓋を してか ら運転を開始す る。バ イオ方式では、
生ごみは1～3日 程で分解 される。尚、予め代謝活
動 を促進 させ るため、微生物 を吸着す るバ イオ基材
(例えば、木の屑、チ ップ)を 処理機 に設置 し、2～











































2-2一 ヵ所集中型の資源化:食 品 リサ イクル法で
は、生ごみの再生利用の手法について、下記の上位




(1)肥料化(堆 肥化):水 分調整のため、生 ごみに籾殻
やおが屑、勇定枝 を加える。更 に、発酵促進のため、
微生物資材や戻 し堆肥 を入れ、発酵分解 させて堆肥 を
造る。 この堆肥に他の有機 資材を添加 して、成分調整
すれば、有機肥料となる。
(2)飼料化:生 ごみ を乾燥、または発酵 させ、豚や鶏の
























択すべ きで ある。さらに、自治体において は、生ごみの
資源化を循環型の廃棄物管理事業の一部として位置付け、
発生抑制対策を講 じつつ、分別や資源化物の優先的な利
用 を促進す るなど、市民の協力が得 られ る社会 システム






















































































離が被害発生 と関連 している可能性 が考えられる。本研
究で は、林業被害 とシカの栄養、消化生理学的な関係 を
解明す る。またGPS(全地球測位 システム)テ レメ トリ
ーやGIS(地理情報システム)の 技術 を用いて、オスと












る植林地にコ ドラー トを24ケ所設定 し、毎月コ ドラー ト
内の植林木の剥皮被害 を記録 した。また被害にあった樹




齢 と負の関係 にあり、若い植林木ほど被害 が増 大 した
(図1)。またシラビソの樹皮に含まれる栄養分 も、樹齢
と負の関係 にあり、木が若いほど栄養分が高いことが判











特徴(表 面がガサガサ している)も 、シラビソに比べて
良い食物にならない理由 と考 えられる(写真2)。
以上の調査結果か らは、林齢別にシカの林業被害対策
を構築す る必要性が示唆 される。.一・方、林業被害 を軽減
するためには、常にシカの食物等安定的な生活条件 を満
た しておく必要性が示唆 される。例 えば、シカの食物供
給量や質的要求の季節的変化に基づいた林業被害対策 を




(2)GPSテレメ トリー登載発信機(首 輪)の 定位性能の
検定:









森林 内になると木の密度、太 さ、林冠の疎密によ り衛星
信号の捜索時間が長 くなったり、一定時間位置測定が不
能になったり、測定 した精度(3Dデ ータは17.0-57.1%)
が悪 くなる等の現象が生 じることが分かった。 しか しデ
ータ全体としては、 このGPS発信機 は品質がかな り良い
ことが判明した。
シカの体温のGPS温度センサーに対する影響について
















































































































































































地域 として知られるが、そ うした高密度が維持 される原
因を明 らかにした研究はない。一・方、同町で土地開発を
行 う際には本種 と人間の共存を目指 した施工法が求めら












ッ ト内では、本種幼虫の餌植物 としてエ ノキとエゾエ ノ








団 として存在 した。Bで見られたエノキは植栽 されたも










オオムラサキ保護区(B)で はエ ノキの割合が極 めて高
く、A～Cの間での両樹種の本数割合の差 は有意であった。
各プロッ ト内に2㎞ の歩行コースを設け、確認 された成
虫の数を記録 したところ、深澤での個体数の平均値は午
前(442)、午後(47.5)とも富岡(午前:2.2、午後:2.0)






















斜面と、パ ッチ状 に分布す る平坦地 とで幼虫数が異なっ
た。こうした傾向は栃木県平野部での調査結果と一致 し、
土地利用の変化 を伴 う二次林の伐採は本種の密度 を低下
させることが示唆 された。深澤の方が寄主植物の密度が
著 しく高かったため、長坂町では寄主植物の密度 も本種





では寄主植物 としてエ ノキとエゾエ ノキが認 められたが、
これはエゾエノキが存在 しない栃木県平野部とは異なる
結果である。深澤では幼虫の密度はエ ノキよりもエゾエ










2地 区 調 査 地













深 澤 区 餌 植 物 の 樹 種















富 岡 区 土 地 利 用 の タ イ プ

















1)マ ンホ イ ッ トニーのU検 定




ダンダ ・パ ー二 ・アデ ィカ リ























た寒暖の変動 とも良 く一致す る。すなわち、有機炭素 と
窒素含有量が過去の気候変動 を反映するとい う作業仮説
の正 しさが確認で きた。 さらに、上記研究を発展 させ、
湖底堆積物 中に含まれる有機炭素量 ・窒素量に加 えて、








ェク ト研究 「冨 .肚五湖周辺の自然環境変遷 史の研究」に
おいて、山巾湖湖底堆積物については、珪藻化石をは じ
めとする環境解析によれば多様な変化が認められ、 しか
も過去 ・万年以上の時代 にわたる情報が記録 されており、
新たな分析結果を加味 し総合的な古気候復元を試みてい
るところである。





部評価」の うち、研究所 が実施す る調査 ・研究課題につ
いて、事前評価(調 査 ・研究課題の選定時に、調査 ・研
究に着手することの適切性 ・妥当性について行 う評価)、
中間評価(一 定期間を経過 した時点で、当該調査 ・研究
の継続及び見直 しについて行 う評価)及 び事後評価(調
























② 環境変動把握手法 と環境変動モデ リングに関す
る研究(H9～H14)














② ツキノワグマの食物環境 と栄養状態に関す る研
究(H16～H18)





研 究課 題 に対 する評価結 果
〔1)10課題 の総合評 価点 は、4.4～4.0(平均4.1)で、全
ての研 究課題 について 「妥当」 との評価 結果 で あった。
※5段 階評 価5:非 常に優れてい る。
4:優 れてい る。
3:良 好 ・適切で ある。













① 山梨県の地下水 ・湧水 ・河川水 中の元素循環に
関する研究(H9-H18)






























要性 も高い。 しかも回答を求められている課題 は身の回
りにい くらで もあるから、怠慢は許 されない。なかなか
































































永井正 則:日 本生 理学 会評議 員 、 日本 自律神経 学会評議









杉田幹夫=日 本 リモー トセンシング学会編集委員








ウ ィ リアム ・K・ ス ミス(WmiamKSmith、Ph.D.)



















動物 生態 学研究 室、 中国、科学技 術 振興 事業 団 ・科 学
技 術 特別 研究員 一平成12年1月 一平成14年11月、 日本
学 術振 興 会 ・外 国人特別研究員 一平成14年11月～
ダ ンダ ・パ ー二 ・アデ ィカ リ
地 球 科 学研 究室 、ネパ ール 、 日本 学術振 興会 ・外 国 人





















































































小 林隆 人(2003)レッ ドリス トの生 き物 た ち5国 蝶 オオ









長谷川 達也,瀬 子 義幸(2003)HPLCIICP・MSによ るバ ナ















長 谷川達 也,佐 藤雅彦,瀬 子義幸(2003)バナ ジ ウムによ
る メタロチオ ネ イン誘導への還 元型 グル タチオ ンの関与.
Biomed.Res.TraceElements,14,36&364.
本郷 哲 郎(2003)身近 な 自然 との 関わ りか ら地 域住 民 の












小 山達 雄,小 林 隆 人,稲 泉 三丸(2003)オ オ ドリシジ ミ
Favoniusorientalis(Murray>の産卵 選好性 と幼 虫の 発





















































和田万紀,臼井 信男,佐藤昭 子,永井 正則(2003)快適 な香
















りの もた らす生理 心理作 用.「ア ロマサ イエ ンス シリーズ
第7巻香 りの機 能性 と効 用」,ア[1マサ イエ ンスシ リーズ21









杉田幹 夫(2003)第3章 スペ ク トル分析3.3,4植生指 標
資源 ・環境 リモ ー トセ ンシ ング実用シ リーズ第3巻 地球
観測 デ ー タか らの情報抽 出,84-94.
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千春,佐 藤 雅 彦,永 瀬 久光(2003)メ タ ロチオ ネ イ ンー
1/II欠損 マ ウスに お けるカ ドミウム経 口暴露 後 の カ ドミ















長谷 川 達也,瀬 子義幸(2003)HPLC/ICP・MSによるバ ナ
ジ ウムの スペ シエー シ ョン.第16回バ イオメデ ィカル分析
科学 シ ンポ ジウム,富士吉 田.
長谷 川 達也,瀬子義幸(2003)バナ ジウムによ るメ タロチ
オ ネ イ ン誘導合成へ の ブチオニ ンスルホキ シ ミン(BSO)







ウムのメ タロチオネイン誘導合成 に及ぼす還元型 グル タ
チオン澗渇化の影響 メタロチオネイン2003,岐阜,

























伊藤健 彦,DEn㎞bUeg,高槻 成紀 姜兆文,B..Ulagvasuren,




foodnutridon血Nor電hemMしFuli.,日本 哺 乳 類 学 会2003年























































































































































佐野 慶一郎(2003)脂肪酸 を用 いた廃 棄 プ ラスチ ックの
常圧 液相分 解 と リサ イクル.高分 子学 会第12回ポ リマ ー材
料 フォー ラム,大阪.
佐野慶 一一郎(2004>植物油 に よる廃 棄 ガラス繊維 強化 プ














































吉田洋,林 進,坪 田敏男,村 瀬哲磨,岡 本卓也,白 浜直樹,岡









マ ップ検討委員会オブザーバ ー(内 閣府)、 山梨県環







































































































































3-1環 境教育 の実施 ・支援




め、子 どもか ら大人まで誰 もが気軽 に参加で きる環境教
室や観察会などの各種事業を実施 した。
本館来所者の うち希望者に対 し、自由参加で生態観察





個人 ・家族 ・自由学習団体等の状況を表1に 示す。
開催 日5月 ～10月土曜 ・日曜 ・休 日









4月 512 258(3) 770
5月 771 145(5) 916
6月 525 73(2) 598
7月 脚 163(6) 1,013
8月 2,039 420(8) 2,459
9月 796 4s(z) 躍
10月 脳 306(4) 850
11月 556 80(1) 636
12月 211 o(o) 211
1月 155 o(o) 155
2月 300 o(o) 300
3月 373 2s(z) 401
合計 7,632 1,521(33)9,153
来所す る団体 を対象として、生態観察園等を利用 して
自然環境の保全の重要性を考 えるほか、水 ・大気 ・森林






小 学 校 87
中 学 校 30
高校 ・大学 7
一 般 22
















































習 ゾー ン ・モデル事業」の拠点施設で もあることから、
県外の団体の受け入れ も県内の団体 と区別せずに進めて
きた。そのため、中学 ・高校の修学旅行等 を受 け入れる
ために、多人数 を短時間で受講できる学習 プログラムを
用意 し活用してきた。
今後、学習内容 や対応の質を維持 しなが ら受 け入れて
いく努力は欠かせない。また、多様なニーズに答えるた
めに、成人向けのプログ ラムも充実 していく必要がある。





















体験活動 を取 り入れ ながら、身のまわりの ものを題材
として、地球環境問題 との関連を視野に入れた講座 を実
施 した。
ア.木 工作 「身近な生 き物を作ろう」
平成15年6月15日(受講者47名)
身近な材材 を利用 し、親子で様々な生 き物 を製作 しな








































































































エ エコ工作 「牛乳パ ノクを利用 した紙粘t作 り」
平成15年9月23日(受講者数24名)
紙パ ノクの原料や生産、その リサイクルの現状を知り、
優れた リサイクル資源である牛乳パ ノクを実際 に利用 し
た紙粘⊥作りを体験する講座。




















}隠 轟 曳些識 講:、麟1事
1藤纏























内容 サクラ(ソ メイヨシノ)の開花 日調査
調査期間 平成15年3月1日一4月30日
参加校数 報告数 開花報告日(最 多)




参加校数 デー タ数 二酸化窒素濃度県内'ド均ppm
14 232 o.ois
第2回 目調査 平成15年11月12-13日(24時間)
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ズ ぬ とバ ヨ
_・錘 無
l」ヅ ピハ 』 ぢ
環境映画会(2期 鑑賞者数482名〉





魚類か ら哺乳類 までの脊椎動物や、昆虫を中心 とした














































































「や まな し地球環境映 画会103Pa且1」
平成15年5月3～5日(鑑 賞 者数326名)
親 子で楽 しめ る環境 アニ メーシ ョン作 品の上映 。
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擬覗羅 唾騨
















燈プロワ思 鳥B巾一憎 ㎝ 一.
剛
鰭カコグ燃
「や まな し地球環境 映画会 「03Part2」
平成15年8月11～18日(鑑賞 者数156名)





の貸 し出 し」 など、必要な支援を行った。
支援内容 利用件数 人 数
学習指導者派遣 11 510
施設提供 is 896
学習備品等貸 し出し 13 1,895
合 計 38 3,301
(考察)
指導者派遣 は、各学校で実施 され始めた 「総合的な学







学習備品等の貸 し出 しは、従来 からの 「総合環境学習
ゾーンモデル事業」 による環境省から提供 された備品の

















や展示会、映画会等 を開催 し、多 くの方々が環境への関
心 を高め、 日々の暮 らしが環境に配慮 したものになるよ
うに支援 して きた。そこで今年度は、継続的に幅広 く講
座 を受講できるシステムを構築 し、それ らを受講するこ
とにより、環境問題や環境教育への理解 をより一層深め
ていただくことを目的に、また、将来的には地域の環境
活動を推進 していけるような人材 を育成す る第一歩とな
るように、「山梨環境科学カレッジ」を創設 した。





































一 般 書 8,644冊
児 童 書 2,110冊
和 書
参 考 図 書 1,131冊
図 書
富士山関係 143冊





AV資 料 CD-ROM 153点
合 計 701点
一 般 雑 誌 67タイ トル
学 術 雑 誌 70タイ トル
和雑誌 紀 要 96タイ トル
逐次刊行物 行 政 資 料 194タイ トル
小 計 427タイ トル
洋雑誌 131タイ トル
合 計 558タイ トル



















CD-ROM利 用 枚 数 25枚
















4-3ネ ッ トワ ー ク
研究 所の ネ ッ トワー クは次 頁の 図 に示 す とお り、本館
LANとインターネ ッ ト・セグ メン ト(1.S.)とに大 きく分
か れ、 その 間 は フ ァイァ ー ウォール(FW)に よって選
択的 に分離 ・接続 され てい る。本館工ANは、環境情報 デ
ータベ ース ・サーバ 、学術情報 検索 用端 末 、情報 閲覧用
端末 、総務 部門の端末 などか ら構成 され る。
1.S.には 、 本館 に電 子 メ ール サ ーバ 、DNSサ ーバ 、
HTrpサーバ な どが置 かれ 、2つ の棟 の 間 に敷 設 され た
光 ケ ー ブル を介 して、研 究 棟 の端末 が接 統 されてい る。
研究 所のLS,を、専用 回線(192kbps)で県庁1.S.に結 び、
県庁1.Sから専用回線経 由で民間の イ ンターネ ッ トサービ
スプ ロバ イ ダー(TrCN)と 接続 して お り、電子 メール
の 送 受 信 、WWW(WorldWideWeb)閲 覧 を は じめ 、
種 々の イン ターネ ッ トサー ビスが利用可能 であ る。
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イ ン タ ー ネ ッ ト ・"馳""""'ξ,、.、,.…県 庁1.S. 剛 県庁LAN




















































4-4イ ンターネ ッ トによ る情報 提供





ズ レター、山梨 日日新聞に掲載 された研究所に関する記
事等について情報を随時更新 した。





⑱ ㊨ ◎ ㊥一
一



















































第1号 プロジェク ト研究 「快適な環境づ くりに必要
な基準についての研究」(平成12年12月発行)
第2号 特定研究 「農林業 に対する鳥獣害防止のため
の調査研究」(平成13年3月発行)




第5号 プロジェク ト研究 「都市化に伴 う環境変化が
人の生活 と健康 に及ぼす影響 に関す る研究」
(平成14年10月発行)
第6号 プロジェク ト研究 「「自然環境」 と共存 した
『街』づ くりの在 り方に関す る研究」(平成15
年3月 発行)
第7号 特定研究 「高原地域の環境 が人の心 と体に与
える効果に関する研究」(平成15年7月発行)
第8号 プロジェク ト研究 「富士五湖周辺の自然環境
変遷史に関する研究」(平成16年2月発行)
第9号 プロジェク ト研究 「山梨県の水環境(特 に地
下水)の 化学的特性の把握」(平成16年3月発
行)





























so nature月刊 ダ イ ジ ェ ス ト Vol.1No.1一
61 環境学習 2000・2001
62 日経エ コロ ジー 2003年4月号(第46号)一
63 富士吉田市史研究 創刊号一第15号
64 ユニバ ーサルデザ イン 11号一
65 ラン ドスケープデザ ィン 第32号一
ss ワ ー ル ド ・ウ オ ッチ Vo1.16No.2-Vo1.17No.1
学術和雑誌
ss 地域開発 2003.4一


























ターで開催 した。約300人ほどの地元 を中心 とした参加者













士山のハザー ドマ ップの完成 も近いこともあり質議が活
発に交わされた。
・ 「富 士 山 と共生す るために」
池谷 浩(砂 防 ・地 すべ り技術 セン ター)












































平成11年度 より年一度開催 されている。本セ ミナーの 目





の教育 も大 きな目的の一つである。本年度 は平成15年11
112
月30日に開催 した。9題 の最新の研究発表があった。参














































入 來 正 躬
副所長
窪 田 幸 雄
柴 田 政 章
研究管理幹
永 井 正 則
瀬 子 義 幸
客員研究員






















臨 時 職 員
環境情報センター
若 林 貴 義




梶 原 壮 史
倉 澤 和 代
佐藤永史郎
円 谷 桂 子
主 任 堀内ゆき江
主 事 渡 邊 智 子
研 究 員 杉 田 幹 夫(兼務)
硯 究 員 池 口 仁(兼務)
自然環境研究部
部 長 輿 水 達 司
地球科学研究室
主幹研究員 輿 水 達 司(兼務)
研 究 員 内 山 高
臨 時 職 員 勝 俣 夏 子
植物生態学研究室
研 究 員 中野 隆 志
研 究 員 安 田 泰 輔
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臨 時 職 員 西 巻 通 代
動物生態学研究室
主任研究員 北 原 正 彦
非常勤嘱託 吉 田 洋
臨 時 職 員 藤 園 藍
環境健康研究部








臨 時 職 員
永 井 正則(兼務)
大 野 洋 美
齋 藤 順 子




研究管理幹 瀬 子 義 幸(兼務)
研 究 員 長谷川達也
地域環境政策研究部
部 長 本郷 哲 郎
環境資源 ・環境計画学研究室
研 究 員 佐野慶一郎
研 究 員 杉 田 幹 夫
臨 時 職 員 佐 藤 美 紀
緑地計画学研究室
研 究 員 池 口 仁
非常勤嘱託 後藤 厳 寛
人類生態学研究室
主幹研究員 本郷 哲 郎(兼務)




長 入來 正 躬
員 窪 田 幸 雄
柴 田政 章
永 井 正 則
瀬 子 義 幸



























輿 水 達 司
杉 田 幹 夫
動物運営委員会
委 員 長 永 井 正 則
委 員 瀬 子 義 幸




委 員 長 瀬 子 義 幸
委 員 柴 田 政 章
八 巻 渉
































長 輿 水 達 司
員 柴 田政 章
八 巻 渉
若 林 貴 義
中 澤 修
渡 邊 智 子
北 原 正彦






長 永 井 正 則
員 柴 田 政 章
八 巻 渉
若 林 貴 義
本 郷 哲 郎
中 野 隆 志
後 藤 厳 寛
6-3予 算
平成15年度予算(単 位:千 円)












委 員 長 柴 田 政 章
委 員 勝 俣 秀 文
梶 原 壮 史
渡 邊 智 子
内 山 高
宇 野 忠






















コンク リー トブロ ック造 り
地上1階
98.280m
温 室 鉄骨造り 地上1階 101.286m





F 鷺 灘 『,糠::繕..「塩1ド
























動物飼育観察室 ク リ ー ン ラ ッ ク
冷 凍 庫 室 超低温槽(一150℃)
ク リ ー ン ル ー ム クリーンルーム及び内部機器
敷 地 内 露 場 気象観測システム
、レ醐.灘 べ毒.,漁.隷旗 ・:二.麟i蟻餐 ・…
α線測定器
地震計

















ラジオ テ レメ トリー システム
動 物 生 態 学 野外測定システム




環 境 生 理 学 血圧 ・心拍連続記録システム








ドラフ トチャ ンバ ー
環 境 生 化 学 マ イ ク ロ プ レ ー トリ ー ダ ー




環 境 資 源 ・
地理情 報装置
スペ ク トル ラジオメー ター
環 境 計 画 学 3次元画像解析装置
実 験 室
サ ーモビュアー
マ イクロ波 デー タ解析 シ ステ ム
緑 地 計 画 学
実 験 室
大容 量 ファイルサ ーバ ー
設置場税・..
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